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巻頭言 

「研究技術会議の活動報告」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長 

（研究技術担当） 

黒田道子 (東京工科大学) 

 2009 年度のエレソ副会

長で研究技術会議を担当

しております東京工科大

学の黒田でございます。ど

うぞよろしくお願いいた

します。 

 現在、エレクトロニクス

ソサエティには、13 の研

究専門委員会（第１種）と 9 の時限研究会、5 の国

際会議国内委員会が設置されています。 研究技術

会議は、これら研究専門委員会の研究会、総合大会・

ソサイエティ大会の活動支援、国際会議の支援など

を取り扱っています。 ここでは、研究技術会議の

活動内容について紹介させていただきます。 

まず、国際化ですが、バンコク、北京、韓国、上

海、シンガポール、台北の海外セクションとの交流

をより活発にするため、レクチャツアー制度が始ま

ります。これは、日本から各セクションへ講師を派

遣し、海外セクション会員との交流を深めていくの

が目的です。一方、国際化を進めていく上で、問題

となってくるのが著作権問題です。IEICE が主催す

る国際会議で IEICE が著作権を保持しながら、IEEE 

Explore に論文を掲載する場合の取り決めは、各ソサ

イエティ、各研究会が個別に執り行っているのが現

状です。今後、益々このような機会が増えると考え

られるため、まず、エレソから統一したひな形を作

っていければと思い、検討を進めているところです。 

現在、エレソの会員登録数が減少傾向にあります。

この対策の一つとして、2010 年 10月開催の CEATEC

と連携して研究会を開催していこうという取り組み

が始まりました。CEATEC に参加している企業の方

にも参加いただき、研究専門委員会、ソサイエティ

を超えた新たな枠組みが始まるのではないかと期待

しています。 

研究会技術報告のアーカイブ化にも取り組んでい

ます。12 研究専門委員会の 1993 年～2007 年までの



技報を会員の皆様に提供できるようになりました。

また、これと並行して 1956 年以降の保存状態の悪い

手書きの技報などの電子化も行い 2010 年度中には

114合冊、3.8万ページ分の電子化が決まっています。

古い技報はなかなか目にする機会がありませんでし

たが、電子化することで簡単に閲覧が可能になりま

すので、是非ご覧ください。 

このようにソサイエティの活性化へ向けた様々な

取り組みが行われていますが、実行に移していく基

盤となるのが研究専門委員会です。今後、益々その

役割が重要となってくると思われます。研究技術会

議では、会員の皆様のご意見を取り入れ、各研究専

門委員会と力を合わせ、エレソの活性化に取り組ん

でいきたいと思います。 

 

著者略歴： 

1978 年早稲田大学大学院理工学研究科博士課程修了、工

学博士．1986 年～1987 年オハイオ州立大学客員研究員．

1990 年東京工科大学工学部助教授、1998 年同教授、2004

年～コンピュータサイエンス学部教授．現在に至る．移動

境界を持つ電磁界数値解析に従事．2007 年～2009 年エレ

ソ技術渉外幹事．2009 年～エレソ副会長． 

 

 

寄稿 

「英文論文誌 - IEICE Transaction on 

Electronics！」 

英文論文誌編集委員長 

八坂 洋 (東北大学) 

 本年度のエレクトロニ

クスソサイエティ英文論

文誌編集委員長を担当し

ております。宜しくお願

いいたします。 

 エレクトロニクス分野

の技術革新に伴って、技

術を意識することなく、

多種多様なサービスが享受できるようになった昨今

ですが、そのために、使われている技術が見えなく

なり、技術への関心が薄れてしまうことで、若者の

理科離れ等の問題がおきています。このような問題

を払拭し、エレクトロニクス分野のさらなる活性化、

最先端技術の普及に貢献すべく、本ソサイエティの

英文論文誌IEICE Transactions on Electronicsは、

電磁気理論から材料、デバイス、パッケージング技

術等のエレクトロニクス関連分野の幅広い領域をカ

バーし、最新・最先端の成果やデータを世界に発信

し続けています。 

 IEICE Transactions on Electronics では、各研

究専門委員会からの提案による特集を、毎月企画し

ております。その分野の最先端の情報を満載した特

集号論文を目にすることができ、その分野の動向が

全てわかるようになっており、好評を得ております。 

 一般論文では、現在「Paper」、「Brief Paper」、

「Letter」の 3 カテゴリ制を導入しています。これ

は、2004 年 4月に本ソサイエティより ELEX  (IEICE 

Electronics Express)が創刊され、エレクトロニク

ス分野の速報性を重視した論文を取り扱うこととな

ったことを端としています。英文論文誌編集委員会

では、数年の月日を費やして、スコープの重複する

英文誌の「Letter」のカテゴリの扱いを議論してき

ましたが、将来的には「Letter」のカテゴリは ELEX

に引き継いでいくのが自然という結論になり、将来

的には廃止の方向としております。また、速報性は

高くはないが、一部の研究成果を簡素にまとめた短

編の論文を扱うカテゴリの必要性から、「Brief 

Paper」のカテゴリを新設しました。 

 お陰様で、2009 年 1 月から 12 月までの一般論文

投稿数は、昨年の投稿数に比べ 25%ほど上回ること

ができました。しかし、当初のもくろみとは異なり、

「Letter」に投稿された論文数は 25%ほどの減少に

とどまっております。「Brief Paper」へ投稿いただ

いた論文数が増え、結果として「Brief Paper」新設

で、本カテゴリに投稿された論文数だけ全投稿数が

増えた、という結果になっております。IEICE 

Transactions on Electronics の「Letter」のカテ

ゴリはしばらく存続させることとなっておりますが、

速報性のある論文は、IEICE Transactions on 

Electronics の「Letter」ではなく、ELEX へご投稿

ください。 



 IEICE Transactions on Electronics は、編集委

員、査読委員の皆様の努力により、迅速な出版を実

現しております。是非、みなさまの最新・最先端の

成果を IEICE Transactions on Electronics から世

界へ発信いただけますよう、宜しくお願いいたしま

す。 

 

著者略歴： 

1985 年九州大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程修

了．同年日本電信電話（株）厚木電気通信研究所入所．光

通信用高機能半導体光デバイスの研究開発に従事．1993

年工学博士（北大）．2008 年 4 月より東北大学電気通信研

究所教授．本会以外に、IEEE/Photonics、日本応用物理学

会、日本物理学会各会員． 

 

 

新フェロー寄稿 

「マイクロからナノの世界へ」 

岩井 洋(東京工業大学) 

この度電子情報通信学会

よりフェローの称号を戴き

ました。大変に名誉なこと

でありまして、称号を戴く

に当りご尽力戴きました関

連の皆様には深く御礼を申

し上げます。またこれも恩

師、諸先輩、同僚、共同研

究者の皆様のご指導・ご援助・ご協力の賜物による

ものであり、皆様には深く感謝の意を捧げたいと存

じます。 

今回フェローとしての研究成果としてお認め戴い

た仕事の内容は半導体集積回路(LSI: Large Scale 

Integrated circuits)の素子微細化の研究です。言

うまでもないことですが LSI は人間で言えば頭脳に

あたる機能を果たす部品で、産業や社会にとって枢

要な役割を果たしてきました。そのため LSI の技術

開発の競争も極めて熾烈であり心労も多かったと言

えますが、逆にそれが故に世界の先端を争う製品技

術開発には大きな達成感がありました。また LSI の

研究開発は電子、機械、材料、物理、化学、数学と

いった様々な学術的分野に繋がる研究が必要で、長

年様々な領域の研究を楽しませて戴くことができた

のも幸せであったと思います。私が研究開発に従事

した 38 年の間に扱う素子のサイズはミクロンから

ナノに変わりましたが、ナノ領域では物理や化学が

益々重要な役割を果たすようになって来ています。 

大学の定年までは未だ 5 年余りあり、もう一仕事と

いったところではありますが、この機会に残された

紙数の中で 38 年前を簡単に振り返ると共に将来へ

の想いを述べさせて戴きたいと存じます。 

私が東芝に入社した1973年はMOS型トランジスタ

を使った Intel 社などの LSI が初めて市場に出るよ

うになって、1、２年しか経っておらず、日本では

LSI 技術開発の創成期でありました。この分野の日

本の技術は米国に比べて一般的に 3 年程度遅れてお

り、これに追いつくために各社とも若い技術者を大

量に投入し、研究開発に意気が極めて盛んな時期で

ありました。東芝でも事業部の方はバイポーラが主

体、研究所の方は化合物半導体が主体の体制から、

シリコン LSI の研究開発に軸足を定めた時期であり、

この分野での技術者・研究者が足りず若手が大いに

活躍した時期であったと言えます。私も 20 代前半で

当時東芝にはなかった NMOSLSI 技術の開発とそれを

用いた 1kbit Static RAM のデバイス技術開発を研究

所から任され、事業部に行って思う存分に技術開発

と製品化を行うことができました。当時の半導体工

場は大量の女工さんが機械を操って各工程を分業し

てマニュファクチャリングを行う全くの工場制手工

業と言われるような状態で、また半導体農業論と言

われるように天候や季節によって製造した半導体の

特性が変わる(空中の湿度や水中のバクテリアの影

響など)ような時代でもありました。 

その後日本は 1970 年代後半から官民を上げて巨

額な投資による「超 LSI 技術研究組合」プロジェク

トにより世界を凌駕するようになりましたが奢れる

者久しからずで盛者必衰の理の通り、最近は台湾・

韓国・シンガポール・中国・印度などの国を挙げて

の巨額の投資などもあって、この分野での事業と研

究開発はアジア諸国に移りつつあります。技術や産

業が先進国から世界に拡散していくことは当然のこ



とですが、最近話題となっているトヨタの車のブレ

ーキ制御が電子技術で行われていることからも分か

るように LSI はハイテクの要の技術です。この事業

と研究開発がアジアにシフトしていくことは、日本

のハイテク産業の空洞化に繋がる忌々しき問題です。

日本では LSI 微細化限界の悲観論が前から強くあり、

この分野で国を挙げての研究開発体制に意気が上が

らない状況が続いていますが、今後世界ではまだま

だ微細化は続きます。今こそ 1970-80 年代に欧米に

追いつくべく必死に努力をした時代を思い起こし、

アジア諸国と協力しつつもこの分野で日本が再び世

界の主導権を取れるよう頑張る時期であると思いま

す。大学としてもその研究開発と人材育成に微力な

がらも大きく貢献させて戴ければと思っています。 

 

著者略歴： 

1972 年東京大学電子工学部卒業．1973 年東芝入社．以来

総合研究所、半導体技術研究所、ULSI 研究所、マイクロ

エレクトロニクス技術研究所などで集積回路技術の研究

開発に従事．1999 年東京工業大学大学院総合理工学研究

科教授．現在、同大フロンティア研究センター教授． 

 

 

新フェロー寄稿 

「半導体・集積回路産業の将来」 

中屋 雅夫 (ルネサステクノロジ) 

 この度は、「システム LSI

実現のための要素技術およ

び集積化技術の研究」とい

うタイトルで本会よりフェ

ローの称号を賜り、関係各

位に感謝しますとともに、

今後も、本会の益々の発展

のために尽力したいと考え

ております。 

 振り返ってみれば、1976 年に三菱電機（株）に入

社以来、一貫して、集積回路設計技術の研究開発、

集積回路製品の設計、市場開拓に携わることができ、

社内のみならず、企業・業界活動、学会活動を通じ

て産業界、学界の多くの方と知り合うことができ、

また先輩、同僚、後輩にも恵まれ、今日に至ったと

感謝しております。 

私が、30 年余り従事してきたシステムの LSI 化の

分野では、微細化による性能向上と経済性の向上が

相まって、LSI の大規模化が持続的に実現されてき

ました。それにより電子、情報、通信機器の性能・

価格比は飛躍的に向上し、小型化が実現され、社会

生活において、人々に安心、快適、夢を与えつづけ

ていると思います。 

近年、価格低下を実現してきた微細化のための製

造プロセス開発が次第に困難度を増し、また設計複

雑度が増したことから、製品開発費の増大をもたら

しています。更に、新興国市場における価格低下へ

の対応と技術的課題だけではなく、産業として多く

の課題に直面し、企業としても厳しい状況にありま

す。そのためか、学生の「半導体・集積回路離れ」

が起こっているとの話を聞きます。 

 半導体・集積回路産業は、前述したように社会生

活の質を向上させ続けており、今後、現在の応用分

野から、更に環境・エネルギー、医療・介護、セキ

ュリティ分野へと応用が拡大するでしょうし、また

現在の半導体・集積回路を代替する製品も見当たら

ない現状では、半導体・集積回路は益々発展してい

くと考えています。しかし、拡大だけで、適正な利

益を上げなければ企業活動を継続できません。どの

ようにすればグローバル競争の中で生きていくこと

ができるかを考え、実践していくことが重要です。

健全な成長を遂げるためには、費用を負担できる価

値をカスタマに認めてもらう努力が大事です。 

 集積回路で、特に先端プロセスで製造するシステ

ム LSI は設計費用も数十億かかるといわれ、巨額化

しています。従って、（１）設計効率向上のために技

術開発を行い開発費用の削減に寄与する。（2）価値

を認めてもらう技術開発を行い、他社では実現でき

ない製品を開発し、価値（価格）を高める。機能面

での価値は、用途に応じて、色々あるニーズに適合

することが重要です。性能面では、電力・遅延時間

積を小さくすること、特に低消費電力化技術は、今

後とも重要な技術で、環境負荷低減という点からも

大きな役割を果たすでしょう。また、微細化はトラ



ンジスタあたりの価格を下げる役割をしてきました

が、微細化が飽和しても、それに代わる技術で、ト

ランジスタあたりの価格を下げられるようにすれば

大きな強みになるでしょう。 

 一方、日本は技術があっても、それを価値（価格）

に換えることが上手ではなかったように感じます。

日本半導体企業がグローバルに活躍していくために

は、技術力は重要ですが、技術力だけで勝てると思

うのは間違いです。カスタマが何に価値を見出して

いるかを知り、それを安く提供する。また、カスタ

マからの要求に応えるだけではなく、提案していく

ことも重要で、そのときには技術の提供ではなく、

カスタマ価値の提供を考えることが重要です。 

 これらを実践することにより、半導体･集積回路産

業はさらに発展、拡大できるでしょう。 

 

著者略歴： 

1974 年早稲田大学理工学部電子通信学科卒、1976 年早稲

田大学大学院理工学研究科修士課程終了．同年三菱電機

（株）入社．以来、集積回路設計関連の研究開発に従事．

2003 年（株）ルネサステクノロジに転籍．現在、同社取

締役．電子情報通信学会論文賞（1992 年）、情報処理学会

論文賞（1997 年）、近畿地方発明表彰受賞（1993 年、1999

年）． 

 

 

寄稿 

「電子部品•材料研究会の活動」 

電子部品•材料研究専門委員会委員長 

安井寛治 (長岡技術科学大学) 

平成 21年度より電子部品

•材料研(CPM)究専門委員会

委員長を仰せつかりました

長岡技術科学大学の安井で

す。私事となりますが大学

院を修了後、信学会に入会

し初めて研究会で発表させ

ていただいたのが、電子部品•材料研究会でした。そ

れ以来約 30 年、研究会の発展には何のお役にも立て

ないまま皆様の研究会活動の末席を汚してきました

が、能力も無い小職がこれまで研究活動を続けてこ

られたのも、研究会の運営の中で若い者を育ててや

ろうという歴代の委員長をはじめ関係者各位の暖か

い心遣いのお陰と感謝しております。 

 さて本研究会はエレクトロニクスソサイエティの

中でも最も歴史のある研究会の一つで、いくつかの

新しい研究会が生まれる素地を作ってきたと伺って

おります。研究活動の範囲は、誘電体、半導体、導

電体、さらには超伝導体、磁性体等、様々な電子デ

バイス、半導体デバイスの構成材料の作製と物性評

価、デバイス応用のための構造制御、さらには光部

品•電子デバイスの実装技術までエレクトロニクス

の先端技術、グリーンエネルギー技術等技術立国日

本のために必要な様々な分野を下支えしてきた研究

会ではないかと自負しています。 

 CPM 単独で年 3回、光エレクトロニクス(OPE)研究

会、信頼性(R)研究会、シリコン材料•デバイス(SDM)

研究会、電子デバイス(ED)研究会、有機エレクトロ

ニクス(OME)研究会、機構デバイス(EMD)研究会、光

エレクトロニクス(OPE)研究会、レーザ•量子エレク

トロニクス(LQE)研究会、集積回路(ICD)研究会、電

子通信エネルギー技術(EE)研究会等との共催を含め

年間 10 回、北海道から九州までの様々な大学、会場

にて充実した研究会を開催しております。これらエ

レクトロニクスソサイエティの優れた研究会とコラ

ボレートさせていただくことは電子部品•材料研究

会の将来の方向の模索、メンバーの研究シーズの探

索に大変有益なことと感じています。特に地方での

開催では研究テーマを絞らず、それぞれの地域で活

躍されている研究者、技術者の研究シーズを自由に

持ち寄っていただき、専門の異なる出席者の間で膝

を交えるというような小さな会場で自分の研究成果

を披露し、忌憚の無い意見交換することが、どれほ

ど有益であるか地方にいる者として強く感じていま

す。 

 エレクトロニクス分野での新しい実験手法や電子

部品•材料を模索されている方、確立されていない技

術に関する研究シーズをお持ちの研究者•技術者の

方、是非 CPM 研究会または全国大会の CPM セッショ

ンへ投稿•参加して頂けますよう幹事団をはじめ専



8 月：光部品・電子デバイス実装技術 門委員全員がお待ちしております。来年度は 4月 16

日から「光集積回路の実装、信頼性、一般」のテー

マで機械振興会館にて、5 月中旬には「結晶成長、

評価技術及びデバイス（化合物、Si、SiGe、電子・

光材料）」のテーマで東海地区にて開催予定です。是

非ホームページをご覧頂き、御投稿、ご参加下さい

ますようお願い申し上げます。 

10 月：超高速伝送・変復調・分散補償・超高速光信

号処理、広帯域光増幅・WDM 技術、受光デバイス、

高光出力伝送技術 

11 月：窒化物光半導体・電子デバイス・材料 

12 月：半導体レーザ関連技術 

1 月：フォトニック NW・デバイス、フォトニック結

晶・ファイバ応用、光集積回路、光導波路素子、光

スイッチング、導波路解析 

本研究会のホームページ：

http://www.ieice.org/~cpm/jpn/welcome.html 

 また、秋のソサイエティ大会では、「波長域が広がる

レーザ技術とその応用」というタイトルでシンポジ

ウムを開催しました。 

著者略歴： 

昭和 54 年 大阪大学基礎工学研究科物理系専攻 修士課程

修了、昭和 54 年〜平成 2 年 長岡技術科学大学電気系 助

手、平成2年〜平成16年 同助教授、平成17年 同准教授．

工博． 

これらの内容から判るように、量子効果の基礎か

ら応用、半導体、ガラス、光学結晶などの多様な材

料技術とこれらを用いたデバイスと集積化、非線形

効果とこれを用いた光信号処理、超高速技術など、

極めて広い技術分野をカバーしています。また、研

究のフェーズとしては、基礎的な物理現象の究明、

新規デバイスへの挑戦、さらには、製品として世に

出ているものの更なる性能向上と応用分野拡大のた

めの地道な努力などがあります。 

 

 

寄稿 

「レーザ・量子エレクトロニクス研究会の 

活動を振り返って」 

レーザ・量子エレクトロニクス研究専門委員会 

委員長 振り返っての第一の感想は、さまざまな分野、フ

ェーズで若手の研究者が活躍していることです。優

れた発表が多く、前任の中野委員長のもとで、LQE

奨励賞の受賞者を 2 名にまで増やすことができるよ

うに規程を変更しました。若手の活躍は、将来に向

けて勇気を与えてくれるものでした。一方で、気に

なるところは、嘗ての半導体レーザの開発のように、

一つの課題に多くの企業・大学の研究者が、競って

研究を進めるということが出来なくなっている点で

す。一つの研究課題に取り組む研究グループ、研究

者数が圧倒的に少なくなっています。この点で、研

究者の連携を強める必要性を感じています。LQE 研

究会及び関連する研究専門委員会は重要な役割を果

すことが出来ると思います。多様な研究領域、研究

フェーズで研究する研究者が情報を交換し、議論す

る場として研究会を活用していただければと思いま

す。また、関連する研究専門委員会の連携も強めて

いくべきだと考えています。 

石川 浩 (産業技術総合研究所) 

 私は、長年半導体レーザ

の研究開発に従事し、その

後、基礎材料よりにシフト

して、しばらくの間電子情

報通信学会の活動から遠ざ

かっていました。一昨年お

声がかかり、LQE の副委員

長として復帰したというの

が実情です。しばらく間をおいた後、この 2 年間、

研究専門委員会で活動させていただきました。この

観点から、この 1 年の LQE の活動を振り返り、その

感想を述べたいと思います。 

今年度は、単独、共催を含めて以下の 7 回の研究

会を開催しました。 

5 月：量子光学、非線形光学、超高速現象、レーザ

基礎 

もう一つの感想は、研究会が研専幹事と委員の6月：量子効果デバイスと集積化技術 



「シリコン・エレクトロニクス一般分野」 方々の献身的な努力のもとに成り立っていることで

す。夫々の仕事を持ちながら、研究会、全国大会、

ソサイエティ大会の企画等を行う幹事の方々の働き

には頭が下がります。また、委員の方々もシンポジ

ウムの企画などで大きな働きをして頂いています。 

・高山直輝（東京工業大学）：「CMOS プロセスによる

60GHz 帯無線送信回路の開発」 

・仙石 昌（信州大学）：「TEOS を用いた熱 CVD によ

る SiC-MOS 構造の界面評価」 

 
まもなく、委員長の任期も切れますが、より有用

な、LQE 研究専門委員会の活動となるよう、微力な

がら引継ぎができればと思っています。 

過去のエレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞受

賞者については、以下の URL をご参照ください。 

http://www.ieice.org/es/jpn/award/student.html 
 

 
著者略歴： ◆ エレクトロニクスソサイエティ活動功労表彰受賞者 

2010 年総合大会（東北大学）のエレクトロニクス

ソサイエティのプレナリーセッションにて、下記 15

名の方が表彰されました(敬称略)。 

1972 年東京工業大学大学院修士課程修了、同年富士通研

究所入社、半導体レーザを中心とする研究開発に従事．

2004 年から産業技術研究所．現在、同ネットワークフォ

トニクス研究センター長として低消費電力光ネットワー

クに向けた研究に従事．電子通信学会学術奨励賞、日本発

明協会地方発明表彰発明奨励賞、SSDM Paper Award、IEEE 

Fellow Award を受賞． 

・藤島 実（広島大）：エレソ総務幹事としての貢献 

・西川健二郎（NTT）：ELEX 編集委員会幹事としての

貢献 

・青木雄一（NEC）：和文論文誌編集委員会幹事とし

ての貢献 
 ・清水英彦（新潟大）：電子部品・材料研究専門委員

会幹事としての貢献  

・田中雅宏（岐阜大）：電磁界理論研究専門委員会幹

事としての貢献 
● エレソからのお知らせ 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞受賞者 
・金子明正（NEL America）：光エレクトロニクス研

究専門委員会幹事としての貢献 
2010 年総合大会（東北大学）のエレクトロニクス

ソサイエティのプレナリーセッションにおいて、2009

年ソサイエティ大会(新潟大学) での講演に対して、

下記 6名の方が表彰されました(敬称略)。 

・佐川みすず（日立）：光エレクトロニクス研究専門

委員会幹事としての貢献 

・加屋野博幸（東芝）：マイクロ波シミュレータ時限

研究会幹事としての貢献  

・山中孝之（NTT）：レーザ・量子エレクトロニクス

研究専門委員会幹事としての貢献 
「電磁波・マイクロ波分野」 

・西田朋世（豊橋技術科学大学）：「FET１個と LC３

個と R１個で構成される発振回路トポロジの全

探索」 

・永田 真（神戸大）：集積回路研究専門委員会幹事・

幹事補佐としての貢献 

・古神義則（宇都宮大）：マイクロ波研究専門委員会

幹事としての貢献 
・ディン チョング クアン（防衛大学校）：「誘電体

境界面における透過波の近似的・数値的ハイブリ

ッド解析」 
・中山正敏（三菱電機）：マイクロ波研究専門委員会

幹事としての貢献 
 

・張 陽軍（龍谷大）：マイクロ波研究専門委員会幹

事補佐としての貢献 
「化合物半導体・光エレクトロニクス分野」 

・藤本吉秀（大阪大学）：「フォトニクス技術を用い

た 300GHz 帯ギガビット無線システム」 
・曽根秀昭（東北大）：大会運営幹事、委員長として

の貢献 
・高橋 央（東京大学）：「光周波数コムを用いた光

リフレクトメトリにおける空間分解能の向上」 
・馬庭 透（富士通）：エレソ研究技術会議庶務・財

務幹事としての貢献 
  

  



◆Newsletter 魅力的な紙面づくりにご協力下さい ◆エレクトロニクスソサイエティ独自の会員サービス 

 本 Newsletter は、会長、副会長からの巻頭言や論

文誌編集委員長、研究専門委員会委員長からの寄稿

を中心に、年 4回発行させていただいております。

今後、さらに魅力的な紙面づくりを進めるため、エ

レクトロニクスソサイエティでは、会員の皆様から

企画のご提案やご意見を募集いたします。電子情報

通信学会エレクトロニクスソサイエティ事務局宛

（詳細は下記 URL 参照）にご連絡をお願いいたしま

す。 

エレクトロニクスソサイエティでは、会員サービ

スの向上に向けて、大会プレナリーセッションでの

特別講演等のエレクトロニクスソサイエティが企画

する学術講演の内容を中心としたコンテンツ閲覧サ

ービスなど独自の取り組みを行っております。 

この度、エレクトロニクスソサイエティの 12 研究

専門委員会の 1993 年～2007 年までの技術研究報告

を会員の皆様にオンライン閲覧サービス(トライア

ル)を開始しました。下記の URL にアクセスし、ログ

インしていただくとご利用になれます。ログイン方

法についてはエレソ会員宛電子メールでお知らせし

ています。また、さらに古い手書きの技報の電子化

も進めておりますので会員の皆様のご活用をお願し

ます。 

http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index.html 

 

◆ エレソ News Letter は年 4回発行します。次号は

2010 年 7 月発行予定です。 

（企画広報担当:狩野） 

  

コンテンツ閲覧サービス 

http://www.ieice-es.jp/movie/ 

技報オンライン閲覧サービス 

http://www.ieice-es.jp/docs/ 

 

◆エレクトロニクスソサイエティ会員数の推移 

（2010 年 1 月末まで） 

 エレクトロニクスソサイエティの現状を会員の皆

様にご理解いただくため、エレクトロニクスソサイ

エティ登録会員数の推移を掲載しております。皆様

の会員増強活動へのご協力をお願いいたします。 

エレソ登録会員数の推移 

名誉員 正員 学生員
海外
正員

海外
学生員

合計

4月 44 6155 502 266 61 7028

5月 43 6148 528 269 66 7054

6月 43 6153 546 271 68 7081

7月 42 6156 574 282 71 7125

8月 42 6163 669 286 75 7235

9月 42 6164 698 290 81 7275

10月 42 6171 717 300 88 7318

11月 42 6158 717 301 91 7309

12月 41 6118 726 304 94 7283

1月 40 6104 757 306 103 7310
 

 


